











Reconsidering Placebo Effect as “Meaning Response”
SHIGENO Toyotaka
はじめに　「プラセボ効果」という用語の定義をめぐるジレンマ































ニファ－・ジョ－・トンプソン (Jennifer Jo Thompson) らの医療人類学者による
批判を取り上げる。
　最後に、さらなる考察のために結語として、現象学を哲学的方法とする哲学


























つ重要なもののひとつである、ア－サ－・シャピロ (Arthur Shapiro) による定
義を考察の出発点にする。すなわち、シャピロによれば、「プラセボ効果とは、
治療されている状態に対して特異的な活性 (specific activity) を客観的には持た
ないところのプラセボによって、生み出された変化のことである。」 (Moerman, 















































pill) が意味付与的 (meaningful) であるならば、その場合にはそれは活性 (active) 












ディッティ (Fabrizio Benedetti) らが行った「開示された (open) /隠された (blind)」

































Benedetti F, Maggi G, Loplano L, Rainero I, Vighetti S, Pollo A. Open versus 
hidden medical treatments: the patient’s knowledge about a therapy affects the 
25「意味付け反応」としてのプラセボ効果の再考





れは、次のような議論過程である (Brody, 1977, p.36-p.44)。
　ブロディは、第一に、「プラセボ効果」という現象の範囲を確定するために、
その境界事例とみなされうるものも含み、次のような七つの事例（ケ－ス）を





　ケ－ス二。患者 A と患者 B はともに似たような状況で同時に感冒にかかる。
A は砂糖の錠剤を投与され、そしてそれが強力な感冒治療薬であると告げられ










ある。A 医師も B 医師も両者とも、同じ投薬スケジュ－ルで、多数のうつ病
26
患者にこの薬を使用する。A 医師は彼の患者に対して無愛想である。それに反
して B 医師は患者に対して励ましを与え支えてくれる。三週間後に、A 医師














療を受けることをも拒否している。福祉担当者 B は、A の福祉に関わっており、
乳糖のようなプラセボが投与された場合にニュ－マチ患者が改善を示している
研究があることを知っていた。B は、ピンク色の乳糖錠剤の供給を得た。だが





















な定義を探り出そうとする (Brody, 1977, p.36-p.39)。
（１）	「ペッパ－ (Pepper)」（1945 年）による定義：プラセボ効果とは、「生物






























　「T が症状 C のための治療であるのは次の場合である。すなわち、症状 C を
持つ人への T の投与が、T なしでも生じるだろうという蓋然性と比較して、症
状 C が治癒させられ、軽減させられ、改善させられるだろうという経験的蓋




























































　「T が症状 C の特異的な治療であるための場合とはしかも唯一の場合とは、
次のような場合である。
１．T は症状 C に対する治療である。
２．症状の分類（クラス）A が存在するのは次の二つの仕方においてである。
	 症状 C が症状 A の下位分類であること。
	 症状の分類 A のすべてのメンバ－にとって、T が治療であること。
３．症状の分類 B が存在するのは次の二つの仕方においてである。
	 分類 B のすべてのメンバ－にとって、T が治療ではないこと。






１．	人物 X は、症状 C (condition) をもつ。
２．	人物Xは、自分が「癒しの脈絡 (healing context)」の内にいると信じている。
３．	人物 X は、介入 I (intervention) をその脈絡の一部として実施されるが、
その脈絡においてはその介入 I は、「全体的な活性的介入 (total active 
intervention)」であるか、あるいはその一部であるかのどちらかである。
４．	症状 C が変化させられる。
５．	症状 C の変化は介入 I に帰せられるが、ただし介入 I の「特異的な治療
的効果 (specific therapeutic effect)」に帰せられるわけではなく、あるい
は介入 I の既知の薬（理）学もしくは生理学的属性にも帰せられるわけ




























 Shapiro, A.K. The placebo response. In Modern perspectives in world psychiatry, 









 2.（形式 1 からの拡張として）有効ではないと信じられた医療的治療の一
形式。使用時に有効であると信じられていたにもかかわらずに。」 (Brody, 
1977, p.43) 
















ンボルとしての意味 (symbolic significance) が原因となって、からだ（あるいは
一体としての心とからだ）に起こる変化のこと」 (Brody, 1997, p.9/ 二四頁 )
ブロディはこの定義の具体的な意図を次のように説明する (Brody, 1997, p.9-



















のような三つの要素が揃った場合により効果的である (Brody, 1997, p.84-p.95/























生きられた身体 (intelligent lived-body)」(1) とも呼ばれている「身体化した経験 


































































ダイムを転倒する」 (Thompson, p.130) ものなのである。
註
(1) トンプソンらは、「知的に生きられた身体」についてふたつの相互代替的枠
組み、すなわち、メルロ = ポンティ (Merleau-Ponty) の「身体化された経験」
とオースティン (Austin) の「遂行的効果 (performative efficacy)」を取り挙げ
ているが、本稿では、紙面の都合で、「身体化された経験」のみを取り上げる。
(2) モアマンの著書の最後の箇所とは次の著書の最後である。



























象学考察」（メルロ－ポンティ・サ－クル，第 17 回大会研究発表，2011 年
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